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1. 目的
Z-80CPU と、そのファミリーデノくイスである
P 1 0 (Parallel Input/Output Controller) 
CTC (Counter Timer Circuit ) 
S 1 0 (Serial Input/Output Controller) 
を用いた割込について、実験を通して、その使用法と割込技術の修得を目的とした。
2. Z-80 の割込について
Z-80 は、 8080ACPU と上位互換性を保って開発された CPUであり、割込要求人力端
子はNMI と INTの 2 本しか持っていないが、 INT端子はプログラムによって、モード O 、モ
ード l 、モード 2 の 3 つの割込モードが選択できる。
2. 1 NM 1 割込
NMI 割込は、 CPUが命令により禁止できない割込で、いかなる場合でも最優先で受け付けら
れる。割込要求信号により割込処理からの戻り番地であるプログラムカウンタの内容をスタックに
退避し、 66H番地にジャンプする。
2. 2 1 NT割込
INT割込は、マスク可能な割込で、 CPU RESET 、 D 1 命令の実行、割込の受付、によ
ってマスク状態になり、 INT割込要求を出しても受け付けられない。これを割込許可にするには
E 1 命令を実行する。
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INT端子は、プログラムにより次の 3 種類の割込モードに設定できる。
① モード O 割込
このモードは、 8080Aの割込と同じ動作をする。
Z-80CPUのリセットによってこのモードになり、また、他のモードより移るには r I M 0 J
の命令を実行する。 2-80 で、 8080Aのファミリーデ、バイスを使用するときに用いられる。
② モード l 割込
最も簡単な割込で、このモードを使用するには、 r I M 1 J の命令を実行する。
割込要求により 38Hにジャンプするリスター卜割込である。
③ モード 2 割込
Z-80 の特徴的な割込で、このモードを使用するには、 r IM 2 J の命令を実行する。
このモードは、 2-80 ファミリ一周辺デバイスと組み合わせてシステムを構成したときに、より
特徴を発揮するように作られている。
Z-80 の I レジスタに割り込み処理の上位アドレスを書き込み、外部からデータパスを通して、
下位アドレスを送る。このアドレス用として、他のデバイスも使えるが、 Z-80 ファミリーデバ
イスには、このためのベクタレジスタを内蔵しており、命令で自由に設定できる。更に、デ、イジー
チェーンといった割込シーケンスも容易に構築できる。
先の、モード 0 、モード 1 の割込では、割込によってジャンプしたアドレスには命令が入ること
になっているが、モード 2 割込では、命令ではなくアドレスが入る。このアドレスを CPUが読み
とり、実際の割込処理プログラムにジャンプし実行される。実験はこのモード 2 割込で・行った。
モード 2 割り込みのシーケンス
CPU PIO 
割り込み処理プログラム
動作
① CPUI二 01命令を実行し.割り込み禁止にする.
② 1M2の命令を実行し.モード 2 を選択.
③ l レジスタに割り込みプログラムのアドレスが入っているメモリの上位ア
ドレスを書き込主'.
④ PIOの V レジスタに割り込みプログラムのアドレスが入っているアドレスの
下位アドレスを書き込む.
⑤割り込みプログラムを書く.
⑥以上の準備が終わったら CPU に日命令を実行し.割り込み許可にする .
⑦ PIOの外部パスより割り込み要求を出す.
( PIO INTの信号を通してCPUのINT端子に伝わる.
@ CPUはPIOIこ書IJ り込み許可の応答を出す.
⑩ PIOの V レジス?のデータをデータ・パスを過してCPUIこ送る.
⑪ CPU の l レジスタと.いま送られてきたデータを組み合わせて 16 ピットと
し，アドレス・パスより出力する.
⑬ このアドレスには割り込みプログラムのアドレスが入っているので，これ
をデータ・パスを通してCPUが読み取る.
⑬ いま読み取ったデータをアドレス・パスに出力して，初めて割り込み処理プ
ログラムが実行される .
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2. 3 デイジーチェーンについて
Z-80 の周辺デバイスは、割込の優先順位を決定するために IEI ， IEO端子による、デイ
ジーチェーン動作を前提に設計されている。
1 E 1 は Interrupt Enable Input と呼ばれる入力端子で、この端子がHのとき、そのデノくイス
は割込要求 INTをCPUに出力することができる。 L のときは、 Hになるまで・待たされる。
デバイスが割込にはいると、 1 E 0 (Interrupt Enable Output) 出力端子が L になり、このデバ
イスよりも優先順位の低いデバイスの 1 E 1 端子に供給され、割込が終了するまで下位の割込要求
を待たせることができる。
PIO CTC 510 
OPEN 
優先順位
3. ファミリーデバイスについて
3.1 PIOについて
P 1 0はプログラミングによって、次の 4 つのモードが指定できる。
① モード o (バイト出力)
指定したポートの全ビットが出力ポートになり、 STBと RDY信号を用いて、ハンドシェーク転送を
行う。
② モード 1 (バイト入力)
指定したポートの全ビットが入力ポートになり、 STBと RDY信号を用いて、ハンドシェーク転送を
行う。
③ モード 2 (双方向パス)
ポート Aが 8 ピット単位のハンドシェーク双方向ポートになる。出力方向は、 ASTBと ARDYが受け
持ち、入力データのハンドシェークは、 BSTBと BRDYが受け持つ。
④ モード 3 (ビット制御)
ビット単位で、入力または出力に指定できる。入力ポートに指定したビットは割り込み要求端子
とすることができる。
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3. 2 CTC について
CTC はチャネルO~3 の 4 本の 8 ビットカウンタが内蔵されており、各チャネルは 1 ~ 2 5 6 
までの数をカウン卜することができる。また、入力信号クロックとしては CPUのシステムクロッ
クまたは外部入力クロック (CLK/TRG端子)のいずれかを選ぶことが可能である。システム
クロックを選ぶ場合は、 8 ビットのプリスケーラを経由してカウンタに加えられる。プリスケーラ
は 1 6 分周と 2 5 6 分周のいずれかをプログラムで選択できる。 ZC〆TO端子はカウンタのゼロ
カウントまたはタイムアウトの出力である。
CTC は、本来のカウンタ・タイマ動作の他、 4 チャネルの割込コントローラとしても使用可能
であり、チャネルの割込優先順位はチャネルO~3 の順であり、ディジーチェーンとなっている。
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3.3 SIOについて
SIOはシリアルデータ通信用のコントローラで、独立した A ， B の 2 チャネルを持っている。
機能はマルチプロトコルな通信をコントローラ側でサポートするなど、 CPU側の負担を軽減する
ことができる。また、ステータスアフェクトベクトル機能により、割込要因に応じて、割込ベクト
ルを 4 種類出すことができるので、割込要因解析に要する手聞を減じることができる。
SIOの割込要因は以下の三つに分けられる。
①受信割込 ②送信割込 ③外部/ステータス割込
割込の優先順位は、チャネノレA、チャネルB の順であり、各チャネル内での優先順位は①~③の
順となっている。実験では、 RS-232C非同期通信に限定して行った。
.Z80.SIO プロックダイヤダラム )シりアルデータ
}u信クロけ
吉布石
砿市疋百
)…し( u ;え周制国
!…し (11~用制圃
刷込み刷岬楓
タタz?
唱一曲一
?
?
? ?
, 
? ?
? ?
川同一間一町
nδ ρhv 
実験回路
PIO実験回路
4. 
十sv
① 
主jφチ ユ一一一一
争 ヲ
L 
t ‘ 
4 
a 
J邑
， ι土
台eμL一一一-
11 d:. 
，RESE1 ・主
A",.L! 
ﾆ 1.三三一一一­
t: s ,_2 
R 
工o R.Q.
INT.1 
? 
CTC実験回路
+SV 
、 GND
Iﾒ' 74LS279 
l?' 74LS76 
2 
6 
ヒ
，〆
コ IA8
~i ZC/川
タ
を
過
し
て
S IA9 
と IZC/T02
，、
B8かー了
B6γコデ
26
ヒ
ン
-コネクタを過して
CTC
へ
? ??
65Tol EE 
TI、イス
CTCO 
CTCl 
CTC2 
CTC3 
SIDAD 
SIOAC 
SIOBD 
SIOBC 
② 
INT 
事
RD 
10RQ 
Ml 
AO 
Al 
E支T
IEO 
????AmaHAnAMnAMnA
州
南町則一例一酬
アドレ ス
80H 
81H 
82H 
83H 
84H 
8SH 
86H 
87H 
DATA BUS 
?
?
?
???
nυ
内U
内υ
nυnυnυnυnυ
③ S I 0実験回路
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μ匂μさ γ Jf5
sw位置 周i度数(KHz) ボーレート (XI6)
A 1228.8 
B 614.4 
トう C 307.2 19200 
D 153ι 9600 
E 76.8 4800 
F 38.4 2400 
G 19.2 1200 
H 9.6 600 
<参考文献>
( 1) I割込み技術入門」 横井直隆技術評論社
( 2) Iマイコンビュータ No.2J CQ出版社
( 3) Iマイコンビュータ No.8J CQ出版社
(4) I トランジスタ技術SPECI ALN o. 2 9 J C Q 出版社
( 5) Iマイコン周辺 L S I 規格表J C Q 出版社
? ?n
，』
